
暗黙知を創造・進化の原動力へ
● 組織横断的な情報活用や知識獲得を容易化
   ユーザーからの問いやインプットに対して適切な推論を行いながら、組織内に大量に作成される
   成果物・ドキュメント群から業務目的に沿った情報のみを抽最適なナレッジとして再構築します。

● 持続的な競争力強化に向けた課題解決
   熟練者中心の業務脱属人化や創造生産性向上、技術伝承の加速、戦略的業務へのリソースシフトを実現します。

SpectA の特長

暗黙知と自然言語処理A Iの融合で実現する業務変革

Spec tA（スぺクタ）とは、
「企業の競争力の源泉である人や組織の暗黙知」と「自然言語処理 A I 技術」

を掛け合わせることで、熟練者が培ってきた経験やノウハウを組織知へと変換し、
ダイナミックな知恵の活用を実現する、SOL I Z E の製品・サービスの総称です。

SOLIZE強み(作業/判断分析) SpectAが実現する知恵の循環サイクル
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設計業務特化型のAIソリューション
課題解決のための「情報検出」と「意味解釈」を提供
● 自社の設計・製造現場で30年間培った実績を踏まえた知識ベース
● 熟練の勘所を再現する独自開発の推論エンジン

人の判断の質と量を最大化
「作業/判断」を峻別し、人の判断・深層学習・ルールを
  協調した業務へ再構築　　
● 自動化率を最大し、効率化・付加価値を創造
● 技術伝承支援/コア判断のブラックボックス化を回避
● 人の能力を伸長し、判断の質と量を最大化

短期間で確実な成果を実現
熟練者の関心事象の連鎖や検討ロジック（≒特徴量）等を明確化
少ないデータからでも早期にAIの情報精度を向上
● 「暗黙知形式知化」と「データサイエンス」の2つのアプローチで熟練勘所を解明
● 課題解決にピンポイントな学習用データセットを構築し、最適チューニングが可能

持続的な知恵の進化
続的課題解決に向け、進化する情報活用や知識獲得が可能
AI構築後、事業環境の変化に合わせ追加学習やチューニングに対応
● 検出情報等を使用者から取得、推論エンジンや知識ベースを補強し進化
● 広範囲を手動で微調整やコーディングが不要で、簡易チューニングが可能



暗黙知と自然言語処理AIの融合で実現する業務変革 SpectA

業務活用事例
① 自然言語処理AIを活用したRFQ 読解・交渉業務の高度化

顧客要求の読解・交渉業務に対する熟練者の注目点を体系化/再現する変革活動

② AIを活用した設計・レビューの高度化/品質向上
検討プロセスに沿って課題解決の知識を提供する、設計支援ツールを活用した変革活動

現状、読み込み業務は経験豊富なベテランに依存している

・数十～数百ページ
・数十万単語
・数百万文字 ※1) RFQ：Request  for  Quotat ion( 見積依頼書 ) の略

※2）デビクラリスト：Deviations & Clarifications List の略

読み込みそのものに
時間がかかる

人により解釈の差による
確認ロス

受注後に認識齟齬が
発覚すると

追加コストが発生

特殊要求リスト
（デビクラリスト）

※2

見積り情報
集約資料

RFQの受領 受注顧客との交渉顧客要求事項の読み解き
（特殊要求の抽出・交渉可否の判断）

大量のテキスト情報
(インプット)

後工程伝達のために
形式情報として集約

・数十～数百ページ
・数十万単語
・数百万単語

膨大な技術文書の読み込み時間自体を削減 見落とし/解釈違 起因仕様齟齬の防止 

RFQ文書を取り込み、
注目すべき箇所を自動抽出1 抽出した箇所に関連性高い

実績情報を参考として自動抽出2

抽出箇所とその周辺を優先確認し
参考情報を確認しながら検討3

顧客確認・交渉要件をリスト出力4
熟練のものの見方・考え方を学習した

自然言語処理AI

SpectA RFQ Guide ViewTM

特殊要求リスト
(※)

見積り情報
集約資料

※ Deviations & Clarifications List

インプット アウトプット

構想 / 詳細設計 設計レビュー 実績蓄積

●組織の知見が活かせず常にゼロベースで検討
●設計者のスキルによりリスク検討品質が不安定

● 想定リスクを網羅的に抽出
●視野を広げる情報提供
●要点の集約、対策検討の支援

●設計者とレビュー者の間で
　スムーズに検討内容を共有

●組織知としてより
活用しやすい形で蓄積

●検討して当たり前の指摘が多く本質議論にたどり着かない
●検討状況を知るための質疑に時間を要する

●技術文書として知見が蓄積される
  が有効活用されていない

仕様書、標準書、ノウハウ書
検査結果、不具合情報等

「ベテランの観点」に基づいて過去の知見を「動的」に
活用するための自然言語処理 AI「アスペクトエンジン™」

① 設計者のセルフレビュー支援 ② 設計・レビューの効率化・高度化

知識活用の実績や
業務実績から学習
知識活用の実績や
業務実績から学習
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